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プロジェクトの申請内容 

旧金砂小学校を使用した「一日田舎授業」

プロジェクト（仮）、精神障碍者の就労支援

を提案する。 

学校というもともとの機能を生かすのに

一番適しているのは「授業を行うこと」で

ある。市内外の小学生を集めて大学生によ

る一日授業を開講する。それによって今後

の地域活性の懸け橋とする。 

また、障害者の製作する製品の開拓や販

売方法について提案し、精神障碍者の就労

支援ＮＰＯ法人おらい水戸を支援する。 

具体的に、旧金砂小学校では料理教室、

草木・花・昆虫の採取をする理科、金砂に

まつわる地元の歴史などを地元の人々に教

えてもらう、などが挙げられる。これらを

一日の時間割にして子どもたちに体験して

もらう。 

ＮＰＯ法人おらい水戸では、学生のアイ

デアの他、旧金砂小学校での教室で講師に

よる指導によって、内職的な作業からアー

ト系の作業へと展開を図る。さらに売り上

げ向上のため、広報活動やパッケージデザ

インなどの見直し、改善を提案する。具体

的には茨苑祭へのパイロット出店で、その

効果の実験を行う。また、私たちが今回の

活動で得た成果をＮＰＯ法人おらい水戸の

関連するギャラリーで展示する。 

以上のことによって、町のシンボルであ

る小学校にもう一度明るい子どもたちの笑

い声が広がり、その輪が大きくなることで



やがて町に活気があふれること、精神障碍

者の生活がより良く改善されることを期待

する。また平成 23年度に閉校が予定される

常陸太田市里美地区賀美小学校などの廃校

利用モデルプランの提案にもなる。 

 

プロジェクトの実施概要 

このプロジェクトは身近な地域環境をよ

り良いものにすることを目的として活動し

ている。そこで今回、「やってみよう！のん

びり授業～ＮＰＯを結ぶ地域活性合同プロ

ジェクト」を行った。これは常陸太田市と

ＮＰＯ法人とを結び、廃校になってしまっ

た町のシンボルである小学校にもう一度輝

きを取り戻し、地域活性につなげることを

目的としている。 

具体的な活動としては、初めにＮＰＯ法

人遊楽に廃校になった小学校を紹介してい

ただいた。それから常陸太田市と協力し、

水戸市と常陸太田市の子どもたちを廃校で

あった金砂小学校に集めて 10月 2日に「金

砂ＳＨＯＷ楽校～やってみよう！のんびり

授業～」、翌 3日に「秋祭り in金砂小」を

行った。秋祭りにはＮＰＯ法人おらい水戸、

ＮＰＯ法人つばさ、ＮＰＯ法人ふれんど、

ＮＰＯ法人水戸こどもの劇場の方にも協力

していただいた。また、ＮＰＯ法人おらい

水戸の広報活動や新商品提案のため茨苑祭

に出店し、体験コーナーと物品販売を行い、

交流した。 

 

プロジェクトの成果報告 

10 月 2日と 3日に行われた「金砂ＳＨ

ＯＷ楽校～やってみよう！のんびり授業

～」、「秋祭り in金砂小」では地域の方々に

喜んでいただき、また来年もやってほしい

という声もあった。今回は初めての企画で

予定していたものよりも規模が小さく、決

して満足できる結果ではなかったが、毎年

このような企画を続けていけばより大きな

輪になり、地域活性につながる。よって今

回は地域活性の第一歩としてのきっかけづ

くりとなった。また、各ＮＰＯ法人の活動

の場の提供により、広報活動を含め売上も

出すことができた。地域の方々とだけでな

くＮＰＯ法人の間での交流も行うことがで

きた。 

ＮＰＯ法人おらい水戸が茨苑祭に出店・ 

参加したことで、幅広い年代の方々への広

報活動となった。また、今回私たちが新商

品として提案したストラップやカチューム

を体験コーナーに取り入れたことで販売が

促され、精神障碍者自立のための商品開発

のヒントを得ることができた。新たな年代

の客層が増えた。今回の活動は一時的なも

のに過ぎず、大きな成果は挙げられなかっ

たが、継続的に活動し地域活性につなげて

いきたい。 
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